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１．目 的 

 近年，浅場・干潟においてアサリなどの二枚貝が激減

しており，さらに二枚貝が現状生息できている場所に

おいても，稚貝が充分に成長してない状況が確認され

ている．このことから，浅場・干潟の底質環境の改善に

よるアサリ等有用二枚貝の生息基盤の再生が期待され

ている．

石炭灰造粒物を水域の底質に敷設した場合には，酸

性化・還元化の抑制，還元物質（H2S 等）の減少，貧酸

素水塊の発生抑制および透水性の改善（土粒子分散効

果）等，多種多様な生態系の構築に対する環境改善効果

が確認されている．そこで，石炭灰造粒物を用いた干潟

造成によるアサリの着生および成長への効果を現地実

証試験により確認した．

２．造成した干潟の概要 

石炭灰造粒物を用いた干潟造成によるアサリの着生

および成長への効果を検討するため，松永湾奥部に位

置する東尾道地先（ 図- 1 ）において，石炭灰造粒物

を用いた干潟造成の実証試験を 2020 年 11 月から開始

した．実証試験では，アサリ調査・生物調査（2021 年 1

月，3 月，6 月，12 月）を実施した． 

実証試験では，石炭灰造粒物による効果を検討する

ために，図-2 に示すとおり単体区（石炭灰造粒物のみ），

混合区（石炭灰造粒物および従来干潟を均一に混合），

対照区（アサリの生息しない従来干潟）および在来アサ

リ生息区の 4 ケースについて比較を実施した．図-3 に

示すとおり実証試験実施箇所一体はほぼ平坦な干潟で

ある．単体区および混合区では石炭灰造粒物を 20～

30cm の厚さで敷設した． 

３．試験結果 

図-1 に示している調査地点において，各試験区の底質

のサンプリングを行い，アサリ調査，底生生物調査およ

び付着藻類調査を実施した． 

図-1 現地実証試験位置 

図-2 現地実証試験平面図 

図-3 地形計測結果（DL m、2020 年 1 月） 
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（１） アサリ調査結果 

実証試験開始後のアサリの個体数を図-4 に示す．試 

験開始当初は在来アサリ生息区の個体数が最も多いも

のの，単体区および混合区では，試験開始後からアサリ

が徐々に増加する傾向にあり，2021 年 12 月（施工後 13

ヵ月）調査時には単体区と在来アサリの生息区が同数

となった．図-5 に示すとおり 2021 年 12 月のアサリの

殻長の調査結果から，在来アサリの生息区と比較して，

単体区および混合区のアサリの殻長が大きく成長して

いることを確認した． 

既往の研究では，礫によるアサリの食害防止効果が 

報告 1)されており，平均粒径が約 20mm である石炭灰造

粒物も礫と同様に食害防止に効果があり，アサリが充

分に成長できる環境を形成できたためと考えられる． 

（２）底生生物調査結果および付着藻類調査結果 

実証試験開始後の底生生物の個体数を図-6 に示す.

石炭灰造粒物を敷設した単体区および混合区における

底生生物の個体数は，在来アサリ生息区と同程度であ

り，対照区と比較して大幅に増加していることが確認

された． 

実証試験開始後の付着藻類の総細胞数を図-7 に示す.

石炭灰造粒物を敷設した単体区および混合区における

付着藻類の総細胞数やその時間変化が，在来アサリの

生息区と同様な値と季節変動を示しており，石炭灰造

粒物を敷設した場所では在来アサリ生息区と同様なア

サリの生育環境が構築できていることが示唆される．   

石炭灰造粒物を敷設した箇所は底生生物の生息の環

境が改善され，アサリの餌になる付着藻類も増加する

ことで，アサリの着生および成長につながった可能性

がある．一方，石炭灰造粒物を敷設していない箇所は，

低い値で推移しており，上記と比較し，アサリの着生お

よび成長が困難な環境である可能性がある． 

４．結 論 

 松永湾沿岸域での石炭灰造粒物を用いた干潟造成実

証試験の結果から，敷設後 1年程度の短期間において，

石炭灰造粒物を敷設した単体区および混合区でアサリ

が着生するとともに，在来アサリ生息区と比較して殻

長が大きく成長していることが確認された．  

また，付着藻類および底生生物の生息状況も良好に

推移しており，アサリの育成に適した干潟環境が形成

されつつあると考えられる．今後も引き続き季節変動

を含めたモニタリング調査を行い，石炭灰造粒物を用

いた干潟造成によるアサリ着床，成長の効果を確認す

る予定である． 
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図-4 アサリ調査結果（個体数） 

 

  
図-5 アサリの殻長調査結果（施工後 13 か月）） 

 

 
図-6 生物調査結果 (底生生物-個体数) 

 

 
図-7 生物調査結果 (付着藻類-細胞数) 
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